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インドを中心として，東は東南アジアから

オーストラリア，西は中東からアフリカ東部に

至るインド洋経済圏が改めて注目されている。

これまでにも，環インド洋連合（IORA）やベ

ンガル湾多分野技術・経済協力イニシアチブ

（BIMSTEC）などインド洋における経済的な

枠組みを構築する動きはあったが，期待するほ

どの成果は挙げられていないのが実態だ。

ところが，最近その潮目が変わりつつある。

背景の一つに，インド政府が対外戦略の中でア

フリカとの連結性向上に重要性を置き始めてい

ることがある。インド政府は，アフリカに根付

く印僑ネットワークを活用し，インド企業のア

フリカ展開や，インド製品のアフリカ向け輸出

を支援する。さらにインド政府はインド進出日

系企業との連携に期待を寄せる。

日本企業は従来，アフリカ展開は欧州拠点が

指揮するケースが多かったが，商習慣の違いや

距離などの理由から必ずしもビジネスを本格化

できていなかった。その打開策として，歴史的

にアフリカとのつながりの深いインドに注目す

る企業が現れている。インドをアフリカ市場攻

略のフロンティアに据え，インドでものづくり

をしてコスト競争力を高めて，印僑ネットワー

クを使えばアフリカでの販路開拓も容易になる

と考えているためだ。日印両国政府は「アジ

ア・アフリカ地域における日印ビジネス協力プ

ラットフォーム」の設立に向けた準備も始めて

おり，一層のビジネス拡大を模索する。在イン

ド日本商工会は，インド政府に毎年提出する建

議書の中で，インド・アフリカ FTAの検討も

要望している。

こうした動きに拍車をかけているのが，「自

由で開かれたインド太平洋（FOIP：Free and

Open Indo-Pacific）」という外交コンセプトの

浸透だ。FOIP は日本やインド，米国などが提

唱する新たなコンセプトで，インド洋と太平洋

を繋げる広大なエリアをカバーする。FOIP で

はこれまで外交・安全保障上の側面に注目され

ることが多かったが，日本政府は経済的繁栄の

追求も重要な柱に据える。FOIP には，インド

洋と太平洋が交差する ASEAN が含まれる。

ASEAN は中国に次ぐ日本企業の集積地であ

り，インド進出日系企業の ASEAN とのビジ

ネスは太い。最近では ASEAN からの調達の

みならず，自動車部品などのインド製品を

ASEANに輸出する動きも本格化する。日本企

業のサプライチェーンネットワークが太平洋と

インド洋を跨り，「ASEANからインド，そし

てアフリカへ」という形でインドを結節点とし

てさらに広がっていくことを期待したい。

（ささき のぶひこ）
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